
1 学校に来ることが楽しい。 89% 1
子どもは、幼稚園や他の学年の子どもたちと
の交流（園庭交流、ペア学年交流等）を楽しみ
にしている。

83%

2
幼稚園や他の学年の人たちとの交流
（園庭交流、ペア学年交流など）は楽し
い。

86% 2
子どもは、授業がわかりやすいと言って
いる。

85%

3 トイレは気持ちよく使っている。 76% 3

通知票は、子どもの学力や学習の様子
（総合学習の記述等）がよくわかるよう
に工夫されている。

81%

4
学校のルールを守ったり、係の仕
事などをしっかりしている。

93% 4 子どもは進んで本を読んでいる。 62%

5 自分のことが好きだ。 73% 5
学校は、いじめのない学校づくりに取り
組んでいる。

75%

6 友だちと仲良くしている。 97% 6
学校は、子どもに社会や学校のルール
を守る態度を育てようとしている。

88%

7 自分の気持ちを言うことができる。 79% 7
先生は、子どもをよく理解しようとしてい
る。

91%

8 朝の学習は楽しい。 79% 8
学校（先生）は、子どものことについて
の相談に応じてくれる。

90%

9 授業は、楽しく、わかりやすい。 86%

10 授業に進んで参加している。 85%

11
先生は、よいところやがんばった
ところをわかってくれる。

88%

12
学校（先生）は、困っていることに
ついて話を聞いてくれる。

88%

【総評】 【総評】
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学校は、学校公開（運動会、音楽会、図
工展、年２回の学校公開等）、授業参観
（年５回）、懇談会（年５回）、学校だよ
り、学年だより、ホームページ、メール
配信等で、子どもの様子や教育方針等
を知らせている。
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そう思う
＋

少し思う

児　　　　童

93%

93%
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学校は、危機管理や児童の安心・安全
対策（避難訓練（地震、台風、火災、不
審者）、駐輪、緊急時のメール配信、不
審者対応、個人情報の管理）に力を入
れている。
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数値的には、昨年度と比較いたしますと１～３％変化している項目が多かったです。

（１）「学校に来ることが楽しい。」（１０）「授業に進んで参加している。」の項目は、昨年度と同

数値でした。ただ、（２）「幼稚園や他の学年との交流はたのしい。」（３）「トイレは気持ちよく

使っている。」は、昨年度より３ポイント下がっており、異学年交流や環境美化に注力する必要

があります。さらに、（１１）「先生は、よいところやがんばったことをわかってくれる。」が、８８％

で昨年度より３ポイント下がっておりました。

その他の項目は、すべて昨年度より、上昇していました。今後は、子どもにとって楽しくわか

りやすい授業や、ほめることで自尊感情を高めることを心がけるとともに、さらに児童に丁寧

に寄り添うことで、子どもたちとの信頼関係を強固なものにしてまいります。そして、全ての児

童が「学校に来るのが楽しい。」と思える学校を目指してまいります。

数値を昨年度と比較し、同様が３項目あるものの、その他の項目がわずかながら下がっておりまし
た。中でも（１）「子どもは幼稚園や他の学年の子どもたちとの交流を楽しみにしている。」が８３％で、
４ポイント下がっており、取り組みの内容や時期について工夫を重ねてまいりたいと考えています。

また、昨年度、数値的に上昇していた（６）「学校は、子どもに社会や学校のルールを守る態度を育
てようとしている。」の項目は９０％から８８％に下がってしまいましたが、（７）「先生は、子どもをよく理
解している。」（９１％）、（８）「学校（先生）は子どものことについての相談に応じてくれる。」（９０％）、
これらの項目は、それぞれ昨年度同様の水準を保つことができました。

一方で、（５）「学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。」の項目は、７５％（昨年度より１
ポイント下降）と評価が低い結果となりました。今年度も、子どもたちの様子を把握する一つの手段とし
て、「心のアンケート」を学期に１回実施し、子どもたちの実態把握に努めましたが、今後は、さらに教
職員が、高いアンテナで日常的に児童観察をしっかり行い、担任はもとより、保護者の方とも連携を図
りつつ学校体制で組織的に、「いじめのない学校」を目指してまいります。さらに、学校ブログの活用
等、学校情報の発信に努め、保護者や地域の方と協働の関係で「開かれた学校」への歩みを進めた
いと考えております。


